
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

令和６年４月８日（月）、岩国市立玖珂中学校の令和６年
度がスタートしました。 
新年度のスタートは、クラス発表からです。登校してき

た生徒たちは、昇降口に掲示してある名簿を見て、それぞ
れの教室に向かいました。例年の光景ですが、クラスメイ

トに誰がいるかを確認し、友だちと同じクラスになり喜ぶ
生徒、分かれて残念がる生徒と、様々でした。学校という
場は、たまたま同じ頃に生まれ、同じ場所で暮す人々が集
まる学習の場です。新クラスの中で、学力だけでなく、共

感力や実践力なども大いに身につけていってほしいと願
っています。 
新年度、最初の行事は着任式です。今年度は、9 名の教

職員が着任しました。勤務は 4 月 1 日(月)からスタートし
ていますが、全校生徒との顔合わせは、着任式が初めてと 
なります。着任者が自己紹介を行い、生徒代表から歓迎の言葉がありました。 
引き続き、始業式が行われました。 
1 年間のスタートとなる始業式では、上田校長から「誰もが楽しい 学びのある学校」を

つくっていくために、次の 3 つの取組について話がありました。 
① 校訓を覚え、それを実践できるように努力しよう。 

「 鍛錬、敬愛、責任 。」この三つの言葉が、何をあらわすのか、何を求めているの
か、自分たちはどうあるべきなのかを、きちんと捉え、それを実践できる大人へと近づ
いていってください。 
② 「挑め 笑顔であいさつ」にチャレンジしよう。 

挨拶は人の気持ち同士の触れあいです。相手の気持ちをよくさせて、自分も元気にな
るには、笑顔が大切です。しかし、簡単ではありません。だからこそ挑んでみてくださ
い。 
③ 学びの環境づくりに取り組もう。 

昨年度の「校舎・学びの環境をつくる」の進化形です。昭和６１年（1986 年）に
完成し、３８年が経過した校舎を、皆さんの手で美しくして、次へと引き継いでくださ
い。あなたの理想を実現する努力を期待しています。 

 学びの環境には、ハード面とソフト面があると思います。1 年後に充実感や達成感を感
じられる取組をし、玖珂中学校を「誰もが楽しい 学びのある学校」にしてほしいと願って
います。 
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Everyone enjoys school life！！ 

玖珂中学校だより 

令和６年 ４月２６日発行 



 

 

 

 
 令和６年４月８日（月）、岩国市立玖珂中学
校入学式を挙行しました。本年度は７７名の新
入生を迎え、全校生徒は２５９名となりました。 
 入学式の新入生呼名では、新入生の元気のよ
い返事が体育館に響きました。また、新入生代
表誓いの言葉も力強く読み上げ、今後の活躍を
期待させるものでした。 
 

 

 

入学式というと式典にのみ目がいきが

ちですが、２･３年生の準備も見事なもの

でした。限られた時間の中で、厳粛な会場

を設営しました。玖珂中の良き伝統とし

て続けてほしいと思います。 

 以下、校長式辞の抜粋です。ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

制服リユースについて 
 昨年好評だった、卒業生から後輩への制服や体操服等のリユースですが、今年度も４月３０日の

ＰＴＡ総会の日に実施します。是非ご覧ください。                              

伝統ある玖珂中学校に入学する七十七名の新入生の皆さん、入学おめでとう。職員・生徒を

代表して、心より歓迎とお祝いを申し上げます。 
緊張しながらも堂々と入場し、元気よく呼名に答え、輝く未来へ向かって一歩を踏み出した

皆さんを見ていると、初々しくも頼もしく、それぞれの意気込みが伝わってきます。きっと新しく
始まる中学校での生活に対する大きな希望も胸いっぱいにあふれていると思います。一日も早
く、新しい学校生活に慣れ、本校の伝統でもある校訓、「鍛錬／敬愛／責任」のもと、生き生き
とした中学校生活を送り、一歩一歩着実に成長してください。 
本日、新たなる出発にあたり、私からみなさんに、二つのことをお願いします。 
その一つ目は、『この学校を「誰もが楽しく 学びのある学校」にしてください』ということです。

ここにいる先輩たち二年生・三年生も、入学したときに告げられたことです。決して、あなたや、
一部の者だけが楽しいのではなく、誰もが楽しく学べる学校をつくってください。適当にやって
できることに楽しさは見つかりません。本気で、真剣に、全力で取り組むことで、楽しい思いを得

ることができます。その楽しさを誰もが感じることのできる学校を創ってください。誰かが苦しん
でいるときには、助け合うこと。自分の我が儘で誰かに嫌な思いをさせることは決して無いよう
に、考えながら行動していってくれることを願っています。 
二つ目は、今年の本校チャレンジ目標、「挑む、笑顔であいさつ」の実践です。朝の登校の

時、街角での「おはようございます」、学校生活の中での「こんにちは」、下校の時には「さような
ら」･･･いろいろな挨拶がありますが、共通しているのは人と人の気持ちの触れあいです。時に
は、自分が元気のないときに、笑顔の挨拶はしにくいかもしれません。だからこそ、「挑む」ので
す。笑顔を人に向けることで、相手を気持ちよくさせて、少しでも自分も元気になれるように、挑
んでください。 
以上、二つのお願いは、生徒一人ひとり、そして保護者の皆さん、さらに玖珂町の地域の

人々のために、この町を素敵な町にしていくためのお願いでもあります。皆さんが未来に誇れる
玖珂中学校を作り上げて行ってくれることを期待しています。 


